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事業概要

１．目的

「エネルギーの森事業」成果の普及を目的に、先行事例等の情報を
収集しNEDO事業へのインプットや今後の普及に向けた成功要因・課
題等の整理を行うこと、そうした調査や取組の成果を広く一般、及び
こうした事業の実施を検討する関心層に対して情報発信を行う

２．期間

2024年7月 ～ 2025年3月

３．目標（最終）

上記目的に基づき、今後数年間今後数年間をかけて取り組む方針の
普及・啓発方策（事業実施のための技術指針の作成等／等）を念頭に、
必要な情報を収集・整理・分析する

４．成果・進捗概要

上記目標を達成。普及・啓発のためのリーフレットを作成・公表。
シンポジウムを開催
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本事業の位置づけ

2  / 20

NEDO「木質バイオマス燃料等の安定的・効率的な供給・利用
システム構築支援事業（2021～2028年度）

①②の成果の普及を目的に本調査事業を実施



調査フロー
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ヒアリング実施先
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委員会の設置
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◼ 調査期間内2回の委員会にて委員からの助言を受けつつ事業を実施
委員（所属・肩書） 専門領域 選定理由、他

【座長】
酒井 秀夫
（（一社）日本木質バイオマスエ
ネルギー協会 会長）

林業工学（森
林利用学）

◼ 林業政策全般に深い知見を有し、林野庁の委員会等でも座長・委員を歴任
◼ バイオマスを含む木材生産・輸送・利用の効率化に関する深い知見を有する
◼ 近年は日本木質バイオマスエネルギー協会 会長を務め、木質バイオマスの生産事

業者や需要者との幅広いネットワークを有する

宇都木 玄
（（国研）森林研究・整備機構 森
林総合研究所 研究ディレクター
（林業生産技術研究担当））

造林学（早生
樹を含む）、
生産生態学、
木質バイオマ
ス生産

◼ 早生樹の低コスト育林・施業に関する知見を有する
◼ 林野庁「早生樹利用による森林整備手法追跡調査」における意見聴取委員の経験、

早生樹林業に関する各種セミナー等での講演実績を有する

木下 輝雄
（福井県総合グリーンセンター 林
業試験部 森林育成・特産研究グ
ループ 主任研究員）

早生樹林業
◼ 福井県において、早生樹の植栽実験・育林を実施した経験を有する
◼ 早生樹の育成、育林技術に関する助言が期待できる

古俣 寛隆
（札幌市立大学 デザイン学部 准
教授）

林業工学（木
質バイオマス
エネルギー事
業の経済性評
価）

◼ 木質バイオマスエネルギー事業の経済性評価に関し深い知見を有する

鈴木 保志
（高知大学 教育研究部 自然科学
系農学部門 教授）

林業工学（木
質バイオマス
の製造・輸
送）

◼ 木質バイオマスの生産・輸送に関して深い知見を有する
◼ 広葉樹の木質バイオマスエネルギー利用についても一定の知見を有する
◼ NEDO「木質バイオマス燃料等の安定的・効率的な供給・ 利用システム構築支援事

業」の分科会委員を務める

長野 麻子
（株式会社モリアゲ 代表取締役社
長）

林業ビジネス、
林政全般

◼ 林野庁出身で現在は林業ビジネスの調査・コンサルティング業務を行っており、業
界全体に精通している

◼ エネルギーの森事業立ち上げ当時からの経緯を把握している



出典：調査報告書より抜粋

早生樹の事例別取組情報
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◼ 地域・樹種・取組内容等を踏まえて事例情報を整理

（株）奥村組の例



早生樹の樹種別栽培情報
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◼ ヤナギの例
形態 

樹高・樹高直径 ◼ ケショウヤナギ：20 m、1 m（北海道） 

◼ ユビゾヤナギ：10～20 m（中高木）、59.2 cm（最大直径） 

（栃木県湯檜曽川） 

◼ オノエヤナギ：10～20 m（中高木）、27.2 cm（最大直径） 

（栃木県湯檜曽川） 

◼ オオバヤナギ：20 m以上（高木）、57.0 cm（最大直径） 

（栃木県湯檜曽川） 

外来種・在来種 在来種 

成長速度 萌芽後の 2年間で 4 mを超える 

萌芽の有無 萌芽更新が旺盛（再造林の必要性が無い） 

生育適地の条件 

生育地 ◼ ケショウヤナギ属：北海道（十勝、網走、日高）、本州（長

野県） 

◼ オオバヤナギ属：北海道、本州（中部以北）、南千島 

◼ ヤナギ属 

 タチヤナギ：日本、 

 シロヤナギ：北海道、本州（東北部）、 

 オノエヤナギ：北海道、本州、四国、千島、 

 エゾノキヌヤナギ：北海道、本州（東北北部）、 

 エゾヤナギ：北海道、本州（長野県） 

 エゾノカワヤナギ：北海道、本州、四国、九州 

 イヌコリヤナギ：北海道、本州、四国、九州 

 ネコヤナギ：北海道、本州、四国、九州 

◼ 広葉ヤナギ類 

 エゾノバッコヤナギ：北海道、南千島 

 キツネヤナギ：北海道、本州（東北、関東北部・東部） 

気候 年平均気温：0～10℃（北海道下川町） 

土壌 ◼ 湿潤～適潤の土壌 

◼ 低地土壌・砂礫地・好適な水分環境・傾斜地の褐色森林土

壌（北海道） 

日照・降水量 成長期間中の日照時間が長く、7月の降水量が多い 

（年収量が高くなる） 

 

育苗 

手法 

◼ 挿し穂（太さ 1～2.5 cm、長さ 20～21 cm） 

◼ 2～3年生の枝（1年生の枝は細く木化が十分で

無く、乾燥しやすい、発根し難い欠点がある。） 

◼ 樹皮上に休眠芽（の痕跡）が多く見られるもの

を選ぶ。 

【留意点】 

播種直後の管理が重要、水管理、虫害回避等の面からプランタ

ー等での初期育苗が望ましい。 

時期 春挿し（推奨） 

植林 

時期 － 

植栽方法  挿し穂の長さの 2/3ほど土中に挿し込む。 

【留意点】 

 浅く挿すと芽吹きまでに穂が乾燥により枯死

するため注意。発根する範囲が狭まるため、成長も悪

くなる。 

 枝の先端方向の切り口を土に挿さないように

注意（逆挿）。 

密度 ◼ 2,500 本／ha、5,000 本／ha、10,000 本／ha、20,000 本／ha

（植栽 3年後の生産量が高い） 

◼ 20,000本／ha（10年伐期、年平均生産量は 20m3を上回る） 

施肥 つぼ播き（横 1 m 縦 0.5 m間隔） 

育林 

下刈り 丁寧な下刈りが必要 

除草 ◼ 穂植栽後、1年目とそれ以降は 3年ごとに実施 

（ヤナギの短伐期栽培）。 

◼ 耕転時の地剥ぎ 処理と除草剤の使用、生分解

性マルチ、チップマルチによる土壌被覆、背丈の低い緑肥

（クローバー等）による土壌被覆等が検討されている。 

除伐 － 

施肥 穂植栽後、1年目とそれ以降は 3年ごとに実施 

（ヤナギの短伐期栽培）。 

つる切り － 

間伐 － 

枝打ち － 

病中獣害（風害） － 

病中獣害（病害） ヤナギ類葉さび病 

病中獣害（虫害） ハムシ類及びガ類による食葉被害、アブラムシ類による吸汁被

害 

病中獣害（獣害） ウサギやシカによる被害 

（植栽後およそ 2年間、侵入防護のためのネットの設置が必要） 



燃料生産の事例別取組情報
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◼ チップ・ペレットの製造・輸送の効率化や木質バイオマスエネルギー利用の
事例を収集・整理

出典：調査報告書より抜粋

（株）トーセンの例



出典：国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構

成功事例・課題の整理
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◼ 木質バイオマスの原料生産から製造・輸送、さらに最終消費までの取組に関
する成功事例・課題を、整理・分析

⚫ 早生樹の栽培に際しては、「樹種ごとの適地選定」「用地確保」「獣害対
策」が必須であることが明らかになった

⚫ チップ・ペレット等の効率的な製造・輸送等については、「地域のエネル
ギー需要とバイオマス燃料の供給のバランス」等が鍵となることが明らか
になった



出典：全国森林組合連合会「低コスト再造林プロジェクト最終報告会チラシ」

成功事例・課題の整理
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⚫ 【ヤナギ、ハンノキ】【北海道】
シカ・ウサギ被害に対し、2 mの獣害保護
ネットとヒトデパウダー（忌避剤）を活用
し、費用を削減しつつ防除対策を実施。そ
の結果、シカによる食害は減少した

⚫ 【コウヨウザン】【中国地方・九州地方】
大型コンテナ苗を用いたコウヨウザンの
植林後、獣害対策として「ハイトシェル
ター」を設置したとろ、獣害被害が少な
かったことが確認された（別地域でスパ
イラルグリーン（単木保護資材）を使用
したケースでは、苗木がシカ食害の被害
を受けた）。ただし、中国地方の例では
シェルターの資材費・設置経費が再造林
費用の76％を占めており、コストについ
ては課題が残る

図： 低コスト再造林プロジェクトにおける
ハイトシェルターの設置

例：獣害対策【技術的課題】 用地確保
原料生産
（育苗）

原料生産
（植林）

原料生産
（造林）

原料生産
（伐採）

原料生産
（集材・運材） 燃料製造 燃料輸送

エネルギー
転換

利用後



国産木質バイオマスの意義・効果
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区分
国産木質バイオ
マス導入による
意義・効果

意義・効果の内容・示し方

経済 化石燃料の代替
による燃料費用
の削減

◼化石燃料を代替することで、国際情勢の影響を受け高騰する化石燃料費用の削減につながる
◼【定量指標】化石燃料代替による費用削減額／等
◼※状況により化石燃料と国産木質バイオマスの価格差は変化しうることに留意

エネルギー販売
による事業規模
拡大

◼林業・木材産業事業者が建築用材だけでなく燃料用途でも木材販売を行う、場合によっては
エネルギー転換事業（発電・熱事業）にも参画することで、事業の幅・規模を拡大できる
◼【定量指標】関連事業による売上高、事業収益の拡大幅／等

新規事業・雇用
の創出

◼早生樹栽培、木質バイオマス燃料製造、エネルギー転換事業等による新規事業・雇用の創出
が可能
◼サプライチェーンを通じた新規事業・事業者の参入が期待できる
◼【定量指標】新規事業による雇用人数、若手の雇用創出人数／等

燃料資源の低コ
スト化

◼中長期的には、早生樹等を含む国産木質バイオマス燃料事業の規模を拡大・効率化していく
ことで、低コスト化を達成しうる
◼育林、燃料加工等において高性能機械や低コスト化技術を用いることで生産性向上やコスト
低減効果が得られる
◼【定量指標】木質バイオマス燃料価格の推移、燃料生産コストの削減額（生産フロー全体及
び工程ごと。消費電力量、人工等の関連指標も含む）／等

事業の継続可能
性

◼地域内サプライチェーン及びこれによるバイオマス発電・熱利用システムの構築により、FIT
制度によるバイオマス発電へのインセンティブが終了した後にも継続可能な事業となりうる

◼ 経済・社会・環境の区分で網羅的に整理、ヒアリング調査で内容を検証
◼ 成果を図る定量指標を提示



国産木質バイオマスの意義・効果
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区分
国産木質バイオ
マス導入による
意義・効果

意義・効果の内容・示し方

社会 地域の農林業・
産業の活性化、
地域経済への波
及効果

◼木材の用途として木質バイオマス燃料が追加されることで地域の一次産業が拡大しうる
◼【定量指標】木質バイオマス燃料としての新たな木材供給量、植林面積／等
◼※ 上述の経済面の効果「新規事業・雇用の創出」と同様

地産地消の推進 ◼地域内の木質バイオマスで地域内のエネルギーを生産・利用することでエネルギーの地産地消
が推進される
◼【定量指標】地域内で利用される木質バイオマス燃料の消費量、木質バイオマスエネルギー
（電力・熱）生産量／等

国土保全 ◼耕作放棄地や荒廃地等を含めた土地に新たに早生樹を植林し育てることで、森林・樹林地が生
成され国土保全、土壌侵食防止、土壌流出防止といった公益的機能が発揮される

エネルギー安全
保障

◼化石燃料や輸入木質バイオマス燃料を早生樹を含む国産木質バイオマス燃料に転換することで、
エネルギーの一部を国産化することにつながり、エネルギー安全保障の観点から有益
◼【定量指標】輸入燃料消費の削減量／等

環境 エネルギーライ
フサイクルの改
善

◼化石燃料や輸入木質バイオマス燃料からの代替により、ライフサイクルの観点から環境影響の
小さい燃料への転換を達成
◼チップ・ペレット等の加工技術の高度化により、品質が統一的な燃料が生産され、燃焼効率が
向上
◼【定量指標】ライフサイクルの評価結果、一定期間に生産可能なバイオマス量、エネルギー効
率の改善度合い／等



国産木質バイオマスの意義・効果
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区分
国産木質バイオ
マス導入による
意義・効果

意義・効果の内容・示し方

環境 CO2排出削減 ◼カーボンニュートラルな燃料に転換することによりCO2排出量を削減し、気候変動対策に貢献
◼【定量指標】化石燃料や輸入木質バイオマス燃料と比較したライフサイクルGHG排出量削減量
／等
◼※ライフサイクル全体では木質バイオマスも一定量の温室効果ガス（GHG）を排出しているが、
一般的に、化石燃料を使用する場合と比較すればその排出量は小さい

森林の循環利用 ◼新たに早生樹等を育てたり、既存の木材用途に木質バイオマス燃料が加わって地域林業の生産
量が拡大し伐採・再造林が促されることで森林の循環利用が促進
◼未利用材、林地残材の活用促進
◼【定量指標】木質バイオマス燃料としての新たな木材供給量、伐採・再造林等の林業活動量／
等

生物多様性保全 ◼侵略性外来種でないこと等に配慮した早生樹植林等を行うこと、広葉樹を効果的に活用するこ
と等により森林の循環が活発化し、生物多様性保全につながりうる

災害防止 ◼森林の循環利用が進むことにより、土壌や地下水が保持され、土砂災害防止、土壌流出防止、
洪水緩和等の災害防止機能が発揮されうる
◼【定量指標】災害発生件数の推移、災害防止対策（森林管理以外のインフラ整備等）の費用削
減額／等

廃棄物発生量の
削減

◼中長期的には、木質バイオマスエネルギー事業が拡大し、燃料供給を賄うためにエネルギー用
途で育てられる早生樹等に加えて地域内で発生する製材端材や建築廃材もあわせて燃料利用さ
れることとなり、従来廃棄物となっていた材の有効利用につながる
◼【定量指標】製材端材・建築廃材等由来の木質バイオマス燃料の消費量／等

◼燃焼灰の活用等、エネルギー利用後の廃棄物の有効活用により廃棄物処理量が削減される
◼【定量指標】燃焼灰等の廃棄物の活用量／等



国産木質バイオマスの意義・効果
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◼ 意義・効果の定量評価をしている事例を整理

⚫ エネルギーの森実証事業として、雪国での早生樹の成長適地の要件の把握
（標高等の対象地条件を変えての成長量測定）、コスト削減（伐採・地拵
えの一体型施業、山林内における立木乾燥・チップ化）を実証

⚫ 一体型施業（伐採時に地拵えを行い、下草が繁茂する前に植栽することで、
除伐・下刈り及び地拵えの削減・省力化を図る）により、当該工程のコス
トを15～16％削減できるとの結果

例：【燃料資源の低コスト化】酒井森林組合

出典：坂井森林組合「雪国（福井県坂井地域）におけるエネルギー向け早生樹の森づくりと一体型施業システム構
築の実証事業」（NEDOエネルギーの森事業2024年度成果報告会資料）図：坂井森林組合による施業工程の実証内容

（従来型、伐採・植栽一体型）

図：一体型施業によるコスト削減効果の算出効果
（右：試験地A、左：試験地B）



リーフレット
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◼ 1頁 ◼ 4頁

◼ 普及啓発を目的としたリーフレットを作成・公表
（https://www.nedo.go.jp/content/800026117.pdf）

https://www.nedo.go.jp/content/800026117.pdf


出典：国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構

リーフレット
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◼ 2-3頁



シンポジウム
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◼ 開催概要
⚫ 2025年3月4日（火）13:00～17:00
⚫ 173名（来場39名、オンライン134名）

写真：NEDO、MURC撮影



シンポジウム

18  / 20

◼ 参加者アンケート（n=30）

⚫ 今後取り組みたい事業

⚫ 参加者の業務内容



シンポジウム
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◼ 参加者アンケート（n=30）

⚫ 今後の情報発信を期待する内容

⚫ 参考になったプログラム



次期への示唆
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【早生樹等の利用に関するポイント】
◼ 最も重要なのは、その強みである「成長
力」を発揮すること。樹種により生育条件
が異なることから、地域やその微小地形
（土壌・水分・日照等）による生育要件を
明らかにし、適地適木の早生樹栽培を推進
していくことが必要

◼ そのうえで、早生樹の栽培に際し実際のプ
ロセスで留意すべきポイントは、適地の用
地を一定面積確保すること（用地確保）、
成長力のある苗を確保すること、獣害対策
を高い費用対効果で実施すること

◼ まずわが国で重視すべき樹種は「ヤナギ」
「ユーカリ」「コウヨウザン」の3つ

◼ 加えて、かつての里山等に賦存し現在未利
用となっている広葉樹や、林地残材の効果
的な活用もあわせて考える必要がある

【木質バイオマス燃料の製造・
輸送の効率化】
◼ 製造・輸送のみならずその
利用まで含めたシステム設
計が必要。地域のバイオマ
ス資源の賦存量・利用可能
量、地域におけるエネル
ギー需要（施設の地理的分
布や必要な電力・熱源の種
類等）を踏まえ、無理のな
い設計をしていくことが重
要。地域の素材生産事業者、
木材産業事業者、発電・熱
供給事業者、エネルギー需
要家らが連携体制を構築し
て地域エネルギーシステム
を構築することが必要
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